
2025年度（第８回）日本天文遺産 認定理由 

【星座石と陸奥州気仙郡唐丹村測量之碑】 
 

１．名称：星座
せいざ

石
せき

と陸奥州
むつしゅう

気仙郡唐丹村測量之
けせんぐんとうにむらそくりょうの

碑
ひ

 

 

２．カテゴリー：□史跡・建造物、■物品、□文献 

 

３．所在地：岩手県釜石市 

 

４．現在の所有者および管理者：  

[所有者] 釜石市 

[管理者] 本郷文化財愛護少年団育成会・釜石市教育委員会 

 

５．文化財指定や登録の状況、他の学協会等の遺産認定：  

岩手県指定有形文化財（歴史資料）、1985年指定 

「星座石と陸奥州気仙郡唐丹村測量之碑」 

 

６．現状： 

 ■保存公開中、□保存中(非公開)、□公開中(保護対策なし)、 

 □使用中、□放置、□廃棄・売却見込 

 その他： 

 

７．認定理由： 

 星座石と陸奥州気仙郡唐丹村測量之碑（図１）は、伊能忠敬（1745-1818）が享和元年（1801）９月24

日に唐丹村（現・岩手県釜石市唐丹町）で実施した緯度観測を記念して江戸時代に同地に建立された２

つの石碑である。建立は天文学に明るい唐丹村の知識人・葛西昌丕(かさい まさひろ)（1765-1836）に

よって文化11年（1814）に行われた（星座石については推定年）1),2) 。 

星座石は、伊能が天体観測によって決定した唐丹村の緯度を示すための標石であり（図２、３）、その

中央には「北極／出地弎／拾九度／十弐分」と刻まれている。「北極出地」とは北緯を意味する用語で、

これは「北緯39度12分」を意味している。また、その周囲には黄道十二宮と十二次が交互に刻まれてい

る2) 。 

一方、陸奥州気仙郡唐丹村測量之碑（以下、「測量之碑」）（図４）は、一番上に「天蝎(てんかつ)」（黄

道十二宮の一つ）の二文字があり、その直下には「陸奥／州気／仙郡／唐丹／村測／量之／碑記」と碑

銘が刻まれている。さらにその下には、「曩歳伊能勘解由蒙命経歴諸州測／量北極出地度数越享和元年

辛酉秋／九月二十四日以次及我郷測定為三／十九度一十二分蓋測量之法古疎而／今密也慶長之初欧邏

巴之商客舶載／新製測器我方補之益精測量之法於／是乎始明矣竊以天道幽玄不可究知／若拠西洋之説

則復不有所謂地球微／動者乎請願後世諸彦或知其異同矣（もし西洋の説によらば、すなわちまた所謂「地

球の微動」あらざらんか、請い願わくば後生の諸彦あるいはその異同を知るかと）／文化十一年甲戌秋

月／葛西昌丕謹識」と碑文が続き、伊能が唐丹村での天体観測によって得た北緯39度12分という緯度が、

時間が経っても不変であるのか、あるいは西洋の学説にあるような地球の微動により変動するのかを後

世の人々に解明してほしい、という葛西の意図が説明されている1),3)。「地球微動」の意味は明確ではな

いが、章動や極運動などを意味すると考えられていて、日本の地方における19世紀初期の西洋天文学受

容の状況を示す重要な遺産である3),4)。また、この碑は伊能の足跡を記した当時の唯一の碑と言われて

いる5)。 

なお、章動は1747年にブラッドレーにより発見され、極運動は1765年にオイラーにより予言された3)

資料No.2

ishikawa2208
長方形



後に、1884年にキュストナーにより実際に緯度変化が確認されており6)、測量之碑の建立は章動の発見

のおよそ70年後、極運動予言の半世紀後、極運動検出の70年前のことである。 

星座石と測量之碑は何度か移動されてしまったため、これら２つの石碑が当初設置された正確な場所

は不明だが2),3)、これらの石碑は、伊能忠敬が唐丹村で緯度観測を行った歴史的証拠のひとつであると

ともに、同時代の知識人である葛西昌丕が観測による緯度変化の証明（地球微動の有無の証明）を後世

の天文学者たちに託そうとした努力の痕跡でもある。 

これらの碑石は地元で２世紀以上に渡って受け継がれ、津波の被害が及ばない高台に移設するととも

に、岩手県指定文化財として保護・公開され、釜石市の市民団体および同市教育委員会によって管理さ

れている。また、釜石市教育委員会は星座石のレプリカを製作して同市郷土資料館に展示し、それを学

校に持参して出前授業も行っている。 

以上のことから、「星座石と陸奥州気仙郡唐丹村測量之碑」を2025年度の日本天文遺産に認定する。 

------------------------------------------------------------------------------------------- 
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図１．全景：覆屋の中の右が測量之碑、左が葛西を顕彰した

遺愛碑。良く見えないが、手前に星座石が置かれている。 

（図３を除き 2025年 12月撮影） 

 図４．測量之碑 

（高さ133cm、幅71～76cm） 

 

図２．星座石 

（長径70cm、短径44cm、厚さ18cm）   

図３．星座石の刻字：円の周囲に

黄道十二宮と十二次を交互に

刻む。（釜石市教育委員会文化

財課提供） 


